
発信日：令和６年（2024年）３月13日（水）

つくば市記者会御中

■取材依頼 □周知依頼 □募集告知 □その他

発信元：つくば市 政策イノベーション部科学技術戦略課

全５枚

【日時】 令和６年３月17日（日）
①11:00～ ※進捗報告会終了後
②15:00～ ※進捗報告会終了後

【場所】 ①茎崎保健センター ２階（小茎320）
②市民ホールつくばね ２階会議室（北条5060）

【内容】 ・生成AIでの住民の声を可視化する取り組みの説明
・デモンストレーション
・生成AI体験

【取材方法】取材をご希望の際は、３月15日（金）15:00までに、問合せ先までご連絡
ください。

つくば市は、「つくばスーパーサイエンスシティ構想」のもと、行政ビックデータ活用の

検討を進めています。

本構想においては、特に住民の声の反映や住民参加を重要視しており、その一環として、

３月17日に開催する「スーパーサイエンスシティ構想に関する進捗報告会」の終了後に、住

民の声を可視化する生成ＡＩ体験会を行います。

住民の声を可視化する生成ＡＩ体験会を行います

本取組は、内閣府「スーパーシティにおけるデータ連携基盤を活用した住民参加型の行政

サービスの提供に向けた調査検討業務」（KPMGコンサルティング株式会社受託）の一環とし

て実施しています。

現在、「住民目線のスーパーサイエンスシティ」「住民の“今”の声をデジタルに政策へ。住

民参加型の新行政サービス検討プロジェクト」をコンセプトに、データ連携基盤と生成AIを活

用して住民の声をいち早く把握し、政策や行政サービスにいかす取り組みの簡易プロトタイプ

システムを構築し、効果検証を行っています。



1

都市データ

住民目線のスーパーサイエンスシティ 市民の“声”を通じたモニタリング・評価

生成AIを活用・収集した市民の声

データ連携基盤を活用することで新た
な先端的サービスを創出し、住民の
意見を施策にフィードバック
スーパーサイエンスシティ構想を市政
全体に波及させるため、市の上位計
画の改訂に反映

市民の声

データ連携基盤（FIWARE）
生成AI

AIオンデマンド
タクシー

自動運転バス 行政データ

都市データ（位置情報等の定量的デー
タ）と、市民の声（住民満足度や生の声
等の定性的データ）をデータ連携基盤に
接続し、分析することで、常にスーパーサイ
エンスシティの現在地を評価・モニタリング



データ連携基盤

住民の“今”の声をデジタルに政策へ。新住民参加型検討プロジェクト つくば市
科学技術戦略課

・住民の”今の声”をいち早く把握し、政策、行政サービスへ反映し、より満足度の高いサービスを住民へ還元。
・様々な“声”をデジタル化することで、行政における住民の”声”の把握、分析、集計の効率化を実現。他分野のデータを拡充し、将
来の行政サービスの向上へ更なる活用を図る。

アンケート、意見
陳情、嘆願
（デジタル化）

住民の”今の声”を収集

声の収集

”声””意見”のデジタル化
（データ化、収集）

・イベント時の住民の生の”声”
（アンケート、意見書、問い合わ
せ）をデジタル化
・各種議会議事録をデータ化

住民の声を分析・集約

分析・活用

“声””意見”を整理・集約
（AI分析、見える化）

・AIによるデータ整理、分析、見
える化
・政策、行政サービスへの市民の
反応を把握

住民の声を政策、
行政サービスへ活用

政策へ活用

行政サービス向上へ活用
（住民還元）

・分析データを政策・行政サービ
スへ活用
・情報利活用⇒業務効率化
・要望、意見の優先度把握

国・行政団体の情報活用

情報拡充・活用拡大

外部情報の収集、活用
（データ利活用）

・警察をはじめとする、他分野の
データを拡充し活用
・住民向けデータ利活用サービス
創出へ
・仕組みを他分野へ活用

効果最大化サービス
向上効率化新技術活用住民視点 データ

利活用
新住民向け

サービスデジタル化 蓄積

AI分析PF（生成AI）

つくスマ

サービス創出・連携

分析・見える化

更なる連携・活用

データ充実化 （データ化 ～ 蓄積 ～ 拡充へ）

ダッシュボード
行政サービス活用



住民の“今”の声をデジタルに政策へ。新住民参加型検討プロジェクト つくば市
科学技術戦略課

（参考）実証時のダッシュボード画面

・内閣府による「スーパーシティにおけるデータ連携基盤を活用した住民参加型の行政サービスの提供に向けた調査検討業務」におい
て、同取り組みの効果検証（簡易プロトタイプ作成し検証）実施中。
・現在、実証用の簡易プロトタイプを構築、検証を開始している。



ネガポジティブ

ポジティブ

市民の“今”の声を分析・可視化 ～R6検証・実装に向けた検討～
つくば市

科学技術戦略課

利用
停留所

運賃
割引 手続き

バス

電車

路線
運賃

停留

公共交通

利便性

安全性

手段

手続き

【定性】ダッシュボード画面サンプル（クラスタ分析）

つくタク、つくバスがあるから病院、
近くの買い物にいくのが楽！

スマホで簡単に予約できたらなぁ。。

利用するまでの手続きの仕方がイマイ
チわからない。

移動スーパーの位置がスマホで見れて
便利！

つくタクは車を運転できないから本当
に助かっている！

＜市民の声＞

データ連携基盤
＜行政・政策提言へ活用（生成AI）＞

（将来イメージ）

分析
（感情・生成AI）

混雑しているのか予約が取れにくい。

予約方法
停留所

利用者 運行日 周知

タクシー
つくタク

タクシー

【定量】様々なデータ

✖
事故情報

利用者

オープンデータ

渋滞多発
情報

交通関係提供

新しい政策・行政サービス向上へ

【定性】と【定量】を掛け合わせ高度化
（ 将来イメージ ”見える化”による”利用者の行動変容” ）

利用者数

つくタク乗り場

つくタク乗り場

MAP

①行動変容
事故・渋滞エリアを避けよう

②行動変容
すいている場所から
乗車しよう！

議会議事録

アンケート
等

市民へ展開

行政活用


